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TAKAGI Atsuko 
大学での教員養成のための美術教育指導の授業は、 指導者が受講者向きの題材を用意し、 教育的価値を解説するパター
ンが多 く を占めるが、 教師役と子ども役のロールプレーイ ングの過程をリ アルタイムに把握しておき、 それに基づいて省
察し、 関連する有効な知識の提示による一般の学生を対象と した図画工作科の指導法の授業を筆者は実践している。 そう
した教員養成のための授業の解説と して、 出会わせておきたい思考法や知識として有効な事項について、 教員養成系大学
における一般の学生対象の美術の指導法の授業での実践や、美術専攻の学生の論文指導経験をふまえ、 学習指導要領の変
遷や文献を手がかり と して考察した。 上手下手の観点からではない、 子どもの製作 (制作) プロセスに寄り添う授業を成
立させるにはどう したらよいか省察を促すこと、 一見、 専門的と も思われる、 戦後の学習指導要領の領域変遷を知識と し
て提示すること、 リ ードの 「二つの相容れない可能性」 を折衷して育てられてきた日本の美術教育という思考法や、 アー
ト教育のありようの三つの構想、 「ミ ューズ的教育」 「専門領域立脚のアート教育」 「バウハウス的教育」 を対立的に捉え
るのではなく相互補完的に捉えていく ことといった知識と思考法との出会いの機会をつく ることが美術専攻の学生を対象
と した場合はもちろんのこと、 美術専攻ではない一般の学生にと っても、 有効ではないかと提言し
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の深い理解へとは進みにく い。 大学の授業受講者と して
は苦労がなく、 受講者の授業評価も高く なる。 しかし、








たまま大学を卒業し、 教員になっていく ことに危・f をも
つ 0 
そこで、 模擬授業的に(「的」 と したのは、 美術教育
の場合、 一般的に想起される 「模擬授業」 とはやや違う
という ニュアンスを込めたいがためである。) 、 教授者役
と学習者役のロールプレーイ ングで進めていく授業のあ
り方、 学生に開かれたチャンスを与えていく 大学授業の
平成29年 4 月12 日受理
















2 . 苦手意識の払拭をめざ す授業
美術専攻ではない、 一般学生を対象 と し、 降簇
(2016) は、 小学校教員を目指す一般の大学生の多く に
は、 図画工作 ・ 美術に対する苦手意識があり、 それを解
消することが重要だと して、 次のように述べる。
本来、 学習指導要領に示された目指すべき図画工作教




して、 感性を働かせながら、 つく りだす喜びを味わう よ
うにするとともに、 造形的な創造活動の基礎的な能力を











ない。 それより も一人一人の児童 ・ 生徒が自分の思いや










ショ ン題材の開発では、 描画の必要なパラパラアニメ ー
?? ンより も先にクレイ アニメ ーシ ョ ンの授業をした方








ないで、 紙素材とのふれあいからめく りのし く みの工作
へ、 そして絵へといった題材開発と研究授業もあった。




なものになるだろう か。 「上手い」 とは何を指すかが間
題である。 写実性だろうか。 まるで写真のよう な絵を描
く ことができたらいいと子どもは思う だろうか。 そうで
はなかろう。 美術教育に取り組んでいる教員でも、 カメ
ラメ タ フ ァーに囚われている者がほとんどである。 人間
の視覚システムについて理解を深めることも重要である。 
この点については、 あらためて別の機会に論じたい。















年代ごろからさ さやかれてきており、 そのあたりで、 子
どもが大きく変化すると言われてきた。 近年では脳科学
研究と対応づけられて、 いつそう広く 、 知られるよう に
なった。 渡辺(2011) は、 発達心理学の立場から、 「具
体的操作期」 から 「形式的操作期」 へと子どもの思考の






る。 美術教育では、 宮坂(2016) が、 小学校中学年まで
を 「造形教育」 小学校高学年以降を 「美術教育」 として
考えるこ とを提唱している。 「造形教育」 では、 のびの
びと した子どもの活動を活かす学習を、 「美術教育」 で
は、 それだけではなく 、 美術文化へと招待していく プラ
スアルフ ァが必要だと している。 
3 . 領域分けの困難さと教員養成のための授業
教員養成の授業で、 理解させにくいのは、 美術教育の
領域である。 文部科学省 1998年12月 幼稚園教育要領








領データベース」 を参照し、 金子 (1981) 、 久保村
(1997) に基づきながら、 学習指導要領における領域の
変遷について確認しておきたい。
昭和22 (1947) 年学習指導要領 (試案) では、 昭和21 
(1946) 年 9 月11 日に連合軍総司令部の民間情報教育部
CIE (Civil Information and Education Section) のト レー
ナーから、 日本の文部省図書監修官の山形寛に編修が命
じ られ、 アメ リ カのウ アージニア州のコース ・ オブ ・ ス
タディ を元に、 作業が進められた。 描画と紙工が大きな
位置を占め、 描画は最初、 記憶 ・ 想像による描画が多い
が、 だんだんと写生による描画の時数配分が増え、 5 年
生 6 年生では、 構想による描画と写生による描画となる。 
粘土による表現は小学生のみで、 中学校では描画のみと
なる。 紙工は学年が上になると図案、 製図、 木工、 金工、
糸 ・ 布のさいく となる。 山形(1967) によると、 実質20 
日間ぐらいで作られたものであるという。
昭和26 (1951) 年学習指導要領 (試案) では、小学校
と中学校が分離され、 小学校の方ではたく さんあった項
目を描画、 色彩、 図案、 工作、 鑑賞の5項目に整理し、
描画と工作が主となっている。 中学校では、 描画、 色彩、
図案、 配置配合、 工作、 鑑賞の6個のまとまり となる。 
ちなみに、 学習指導要領データベースには、 中学校での
領域をあげた後、「七つのまとまり」 「七つの指導内容」










いる。 絵画 ・ 版画 ・ 彫塑の系、 デザイ ンの系、 工作の系、
鑑賞の系で構成された。 中学校では、印象や構想などの
表現 (絵画 ・ 彫塑)、 色や形などの基礎練習、 美術的デ
ザイ ン、 鑑賞が柱と された。 この頃には有力な民間教育
団体が結成されており、昭和26年に 「日本教育版画協会」、
27年に 「創造美育協会」、30年に 「造形教育センター」、




塑、 デザイ ン、 工作(中学校では工芸)、 鑑賞の5領域
となった。
昭和52 (1977) 年学習指導要領では、 図画工作科も美
術科も内容を表現と鑑賞に分け、 その中に絵画、 彫塑、
デザイ ン、 工作が含まれるよう にし、 あまり領域の区別
が目立たないようにしている。 そして 「造形的な遊び」
が低学年で設定された。
平成元 (1989) 年学習指導要領では、「造形遊び」 が
低学年中学年にも設定された。
平成10 (1998) 年学習指導要領では、「造形遊び」 が
小学校全学年に設定され、 内容の表現の中での2 本柱の
1 つとなった。 中学校では、 絵画 ・ 周塑と、 デザイ ン・ 
工芸が表現の中の2領域となった。
平成20 (2008) 年学習指導要領では、 共通事項の項目
が設けられた。 「つく りたいものをつく る」 が 「工作に
表す」 になった。












げられるという危倶があった。 河野 (1999) は、1949 















森下 (1985) は、 図画科と手工科が、単一の教科に統
合されるという大きな変化について、 図画工作科の成立
過程を詳細に報告している。 教科書は使わないことが決
まり、1946年 6 月17日に 「図画工作指導上の注意」 が公
にされた。 そこに記されていた工場の見学など、 生産労
働への展望から昭和22 (1947) 年度学習指導要領図画工
作科編 (試案 ) は一歩後退していたと言える、 と してい














ある。字田(2004) は、昭和52 (1977) の学習指導要領
で低学年での 「造形的な遊び」 が導入される以前の昭和
43 (1968) 年版学習指導要領に、 造形遊びの原形が見ら
れ、 昭和52 (1977) 版学習指導要領への連続性がある事、
昭和40年代初頭の造形教育センターによる 「造形科」 へ
の改称運動、 昭和52 (1977) 年度学習指導要領全体の改
訂方針に、 低学年における< 幼少連続の視点> やく 総合
学習 ・ 合科学習重視の方向> が盛り込まれ、「造形遊び」
は、 これらに対応させる形での位置付けともいえる事、
先導的な教育実践を試みた教師群の一つである大阪府












ることが難しい。 長谷川(1992) も、 造形遊びの公教育
への導入の思想的背景について詳述している。 領域分け
について、 一見、 専門的知識と して初学者には向いてい
ないよう な歴史への理解を求めることも有効かも しれな


















のバラ ンス、 空間構造(机 ・ 椅子等の配置、 教室か廊下
か野外か等 ) 、 黒板スペースの利用のしかた、 鑑賞活動
のパターン分け、 カード利用(発想時、 鑑賞時、 自己省
察時) の紹介、 題材発想の過程の特徴、 材料と道具の準
備のしかた、 対象学年との適合性といった観点について、?れらの板書を利用しながら、 ロールプレーイ ング終了
後、 説明する。
こう した授業の一環と して前述の領域の変遷について
の理解を深めさせておく こ とや、 さ らに、 美術教育の知
識と してふれさせておく こ とが有効と思われる事項、につ
いて述べていこう。 
4 . リードの 「二つの相容れない可能性」 とアー
ト教育の三つの構想
宮坂 (2016) は、 図画工作は戦後に作られた言葉であ
る。 「図画工作」 は約七十年かけて豊かな内容を持つ教
科に育ってきている。 図画工作の内容は 「育成すべき資
質 ・ 能力」 のうち、感情や感性に関わる重要な部分を担っ
ている。 しかし、 何を担っているか具体的な内容になる




数学を合わせて作られた造語が 「算数」 である。 しかし
算数は長い年月をかけて育っている。 図画工作も、 よう
やく 〔共通事項〕 を設定したり して、 内容がまとまりつ
教員養成教育における美術教育指導の授業のあり方をめぐって
つある。 ところが、 算数と違って図画工作にはもっと厄






しかし、 学習指導要領 ・ 図画工作は 「目標」 の中に
「つく り だす喜びを味わう よう にする」 と 「造形的な創
造活動の基礎的な能力を培い」 を入れた。 これは、 まさ
しく リードの言う 「二つの相容れない可能性」(中略) 
ではないだろうか。 日本の学習指導要領は、 西洋では相
容れない矛盾すると言われる二つのものの両方を受け入
れているのである。 (中略 ) 未だに図画工作は育てるの
だ、 いや教えるのだ、 と論争が続いている。(中略) 私
たちは東洋人であるから 「育てながら教える」 という方




が、 重要であるといえよう。 そのためには、 過去の授業
実践を参考にしながら、 ロールプレーイ ングによる授業




今井 (2017) は、 アート教育の三つの構想、 「ミ ュー
ズ的教育一 表現と してのアート」 「専門領域立脚のアー
ト教育一 文化領域と してのアート」 「バウハウス的教育一 
探究と してのアート」 について述べている。
ミ ューズ的教育の構想は」、 芸術の枠一音楽、 美術、
文学といった個別芸術ジャンルの枠、 結果の成就を求め





















おいて主題的に考察されるこ とになる。 モダンデザイ ン
の発祥の地となった建築学校バウハウスでは、 アートは













えられる。宮坂(2016) の 「育てながら教える」 と同様
に、 対立的に捉えず、 教員養成の指導において問題の所
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